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とりあげているページです。
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地域の発展につくした先人大事典　全国 496 人を掲載！をご購入いただきましたお客様へ

2023 年１月
株式会社あかね書房

『地域の発展につくした先人大事典　全国496人を掲載！』のお詫びと訂正

　平素は弊社出版物をご購入いただき、誠にありがとうございます。
　このたび、2023 年１月刊行の『地域の発展につくした先人大事典　全国
496 人を掲載！』に複数箇所誤りがある事がわかりました。大変申し訳ござい
ません。
　ご購入いただきましたお客様におかれましては恐れ入りますが、下記弊社営
業部あてに、お名前とご住所をご連絡下さい。折り返し、訂正シールをお送り
させていただきます。
　大変お手数をおかけいたしますが、訂正箇所へ貼付けをお願い申し上げます。
　本出版物をご購入・ご蔵書いただきました関係者の皆様へご迷惑をおかけし、
深くお詫び申し上げます。

【誤】　今村謹三
【正】　今村勤三

【訂正箇所　７箇所】
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【訂正シール請求先・お問い合わせ先】
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濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

・・・・・・・・・・・・81

星
ほし

野
の

良
りょう

悦
えつ

・・・・・・・・・・・・93

ま 松
まつ

山
やま

京
きょう

子
こ

・・・・・・・・・・・・17

三
み

上
かみ

千
ち

代
よ

・・・・・・・・・・・・21

森
もり

田
た

正
まさ

馬
たけ

・・・・・・・・・・・103

あ 阿
あ

波
は

根
ごん

昌
しょう

鴻
こう

・・・・・・・・123

有
あり

吉
よし

佐
さ

和
わ

子
こ

・・・・・・・・・81

池
いけ

田
だ

源
げん

兵
べ

衛
え

・・・・・・・・・13

石
いし

井
い

桃
もも

子
こ

・・・・・・・・・・・・35

市
いち

川
かわ

量
りょう

造
ぞう

・・・・・・・・・・・・57

伊
い

藤
とう

梅
うめ

子
こ

・・・・・・・・・・・・95

犬
いぬ

伏
ぶし

久
きゅう

助
すけ

・・・・・・・・・・・・96

井
いの

上
うえ

伝
でん

・・・・・・・・・・・・・109

今
いま

村
むら

謹
きん

三
ぞう

・・・・・・・・・・・・78

入
いり

江
え

泰
たい

吉
きち

・・・・・・・・・・・・79

上
うえ

村
むら

松
しょう

園
えん

・・・・・・・・・・・・73

大
おお

川
かわ

亮
りょう

・・・・・・・・・・・・・・13

岡
おか

野
の

貞
てい

一
いち

・・・・・・・・・・・・87

か 海
かい

部
ふ

ハナ・・・・・・・・・・・・97

鍵
かぎ

谷
や

カナ・・・・・・・・・・・101

賀
か

集
しゅう

珉
みん

平
ぺい

・・・・・・・・・・・・77

勝
かつ

部
べ

本
もと

右
え

衛門
もん

景
かげ

浜
はま

・・・89

勝
かつ

部
べ

本
もと

右
え

衛門
もん

栄
しげ

忠
ただ

・・・89

加
か

藤
とう

民
たみ

吉
きち

・・・・・・・・・・・・62

川
かわ

越
ごえ

進
すすむ

・・・・・・・・・・・・・119

木
き

村
むら

小
しょう

舟
しゅう

・・・・・・・・・・・・59

黒
くろ

川
かわ

栄
えい

次
じ

郎
ろう

・・・・・・・・・53

ゴットフリード・ワグネル・・・111

さ 佐
さ

伯
いき

矩
ただす

・・・・・・・・・・・・・101

下
しも

總
おさ

皖
かん

一
いち

・・・・・・・・・・・・35

た 高
たか

城
ぎ

権
ごん

八
ぱち

・・・・・・・・・・・・89

高
たか

橋
はし

萬
まん

治
じ

・・・・・・・・・・・・15

竹
たけ

田
だ

庄
しょう

九
く

郎
ろう

・・・・・・・・・63

田
た

中
なか

絹
きぬ

代
よ

・・・・・・・・・・・・95

田
た

中
なか

芳
よし

男
お

・・・・・・・・・・・・56

棚
たな

田
だ

嘉
か

十
じゅう

郎
ろう

・・・・・・・・・79

玉
たま

城
ぐすく

朝
ちょう

薫
くん

・・・・・・・・・・・123

知
ち

里
り

幸
ゆき

恵
え

・・・・・・・・・・・・10

津
つ

田
だ

梅
うめ

・・・・・・・・・・・・・・51

壺
つぼ

井
い

栄
さかえ

・・・・・・・・・・・・・・99

鳥
とり

居
い

龍
りゅう

蔵
ぞう

・・・・・・・・・・・・97

な 中
なか

村
むら

林
りん

助
すけ

・・・・・・・・・・・・71

は 花
はな

柳
やぎ

はるみ ・・・・・・・・・29

廣
ひろ

澤
さわ

應
おう

知
ち

・・・・・・・・・・・108

藤
ふじ

田
た

謙
けん

・・・・・・・・・・・・・・15

舟
ふな

掛
かけ

宗
そう

四
し

郎
ろう

・・・・・・・・・51

細
ほそ

井
い

順
じゅん

子
こ

・・・・・・・・・・・・53

ま 牧
まき

野
の

富
とみ

太
た

郎
ろう

・・・・・・・・103

松
まつ

本
もと

清
せい

記
き

・・・・・・・・・・・115

丸
まる

川
かわ

久
ひさ

俊
とし

・・・・・・・・・・・・89

水
みず

木
き

しげる ・・・・・・・・・87

宮
みや

崎
ざき

友
ゆう

禅
ぜん

・・・・・・・・・・・・72

最
も

上
がみ

忠
ちゅう

右
え

衛門
もん

・・・・・・・17

望
もち

月
づき

百
ゆ

合
り

子
こ

・・・・・・・・・55

森
もり

有
ゆう

節
せつ

・・・・・・・・・・・・・・69

や 山
やま

内
うち

甚
じん

之
の

丞
じょう

・・・・・・・・・17

山
やま

田
だ

寅
とら

次
じ

郎
ろう

・・・・・・・・・39

米
よね

澤
ざわ

彦
ひこ

八
はち

・・・・・・・・・・・・75

あ 阿
あ

波
は

根
ごん

昌
しょう

鴻
こう

・・・・・・・・123

岩
いわ

永
なが

マキ・・・・・・・・・・・113

ウィリアム・メレル・ヴォーリズ・・・71

さ 正
しょう

力
りき

喜
き

之
の

助
すけ

・・・・・・・・・49

た 田
た

内
うち

千
ち

鶴
づ

子
こ

・・・・・・・・103

田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞう

・・・・・・・・・・・・31

は 濱
はま

口
ぐち

梧
ご

陵
りょう

・・・・・・・・・・・・81

教育 文化

環境

医療

『新しい社会 4』（東京書籍）

『小学社会 4年』（日本文教出版）

『小学社会 4』（教育出版）

『郷土の人物（ポプラディア情報館）』（ポプラ社／菅野則子監修）

『47都道府県　郷土をつくった偉人事典』（PHP研究所／どりむ社編集・上田孝俊監修）

『なにわ大坂をつくった100人』（澪標／関西・大阪21世紀協会編著）

『時代を切り開いた世界の10人全10巻レジェンド・ストーリー』（Gakken／高木まさき・茅野政徳監修）

『ビジュアル百科　日本史1200人　1冊でまるわかり！』（西東社／入澤宣幸著）

『ビジュアル版 日本史1000人　上巻』（世界文化社／瀧浪貞子・上横手雅敬・安西篤子・森茂暁・津本陽・二木謙

一監修）

『ビジュアル版 日本史1000人　下巻』（世界文化社／小和田哲男・中村彰彦・山本博文・木村幸比古・佐々木克・

半藤一利監修）

主
お も

な参
さ ん

考
こ う

資
し

料
りょう

農林水産省「土地改良偉人伝～水土里を拓いた人びと～」／公益社団法人 農林水産・食品産業技術振興協会「日本

の『農』を拓いた先人たち」／公益財団法人 函館市文化・スポーツ振興財団「函館ゆかりの人物伝」／北海道「北海

道の歴史・文化を辿る『先人カードめぐり』」／ JA青森中央会「青森の偉い人」／岩手県文化スポーツ部文化振興課「い

わての文化情報大事典」／南三陸町「南三陸町 VIRTUAL MUSEUM」／秋田県立博物館「秋田の先覚記念室」／会

津若松市「会津人物伝」／いばらき文化情報ネット「茨城の先人たち」／とちぎふるさと学習「とちぎの人」／群馬

県立世界遺産センター「富岡製糸場と絹産業遺産群」／彩の国埼玉県「荻野吟子について」／千葉県「教えてちばの

恵み」「千葉市の国・県指定および国登録文化財」／千葉県立中央図書館児童資料室「こどものページ」／奥州市「後

藤新平記念館」／鶴岡八幡宮「武家社会の起点」／新潟県「新潟文化物語」／射水市「射水市の名誉市民」／白山市「白

山市ゆかりの先人」／ FUKUI MUSEUMS「幕末・明治の福井」／山梨近代人物館「展示紹介人物」／岐阜県図書

館「岐阜県ゆかりの先駆者」／菊川市「偉人・先人」／公益財団法人 瀬戸市文化振興財団「加藤民吉生誕250年」／

国立公文書館「公文書にみる発明のチカラ」／滋賀県「デジタル展示」／大津市歴史博物館「大津の歴史事典」／京

都市歴史資料館「フィールド・ミュージアム京都」／大阪市「歴史の散歩道」／播磨町「歴史・文化財」／奈良市「奈

良市の魅力」／奈良県「奈良県歴史文化資源データベース『いかす・なら』」／和歌山県「紀の国の先人たち」／鳥取

県「ふるさとの音楽家」／島根県「～先人たちが教えるもの～島根を創った人たち」／岡山シティミュージアム「デ

ジタルアーカイブ」／安芸津町観光協会「杜氏のふるさと安芸津」／山口県の先人たち「郷土を創る」／阿波ナビ「信

長に先んじた天下人」／さぬき市「さぬき市の人物」／愛媛生涯学習センター「データベース『えひめの記憶』」／

いの町紙の博物館「土佐紙業界の恩人」／中国四国農政局「土地改良の偉人」／豊前市「豊前の先人たち」／さがの

歴史・文化お宝帳「人物」／長崎市「シーボルトの生涯」／もっと、もーっと！くまもっと。「ふるさと寺子屋」／宮

崎県「ふるさと再発見①みやざきの百一人」「郷土先覚者」／袋井市「鹿児島茶の発展につくした茶業技師」／第11

代齋藤用之助顕彰会「第11代齋藤用之介の業績」／国立劇場おきなわ「文化デジタルライブラリー」

※そのほか自
じ

治
ち

体
たい

や企
き

業
ぎょう

、教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

などのウェブサイトを参
さん

考
こう

にしています。

主
お も

な参
さ ん

考
こ う

ウェブサイト

142 143

棚
た な

田
だ

嘉
か

十
じゅう

郎
ろ う

（1860～1921年）
文化 西

に し

岡
お か

常
つ ね

一
か ず

（1908～1995年）
開発

入
い り

江
え

泰
た い

吉
き ち

（1905～1992年）
文化土

ど

倉
ぐ ら

庄
しょう

三
ざ ぶ

郎
ろ う

（1840～1917年）
産業

何
な ん

度
ど

もうったえ
消
き

えた奈
な

良
ら

県
け ん

を再
さ い

生
せ い

明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

に入り、大
や ま と

和国
こく

全
ぜん

域
いき

を管
かん

轄
かつ

する奈
な

良
ら

県
けん

が誕
たん

生
じょう

しました。しかし、政
せい

府
ふ

は財
ざい

政
せい

難
なん

解
かい

消
しょう

のために奈
な

良
ら

県
けん

を堺
さかい

県
けん

に合
がっ

併
ぺい

し、その後、大
おお

阪
さか

府
ふ

に合
がっ

併
ぺい

しまし

た。合
がっ

併
ぺい

後、現
げん

・大
おお

阪
さか

府
ふ

地
ち

域
いき

に比
くら

べ大
や ま と

和

地
ち

域
いき

への税
ぜい

金
きん

の支
し

出
しゅつ

が少なく道
どう

路
ろ

整
せい

備
び

などがほとんど進
すす

まないことに、人
ひと

々
びと

は不
ふ

満
まん

をつのらせていました。

大
や ま と

和出
しゅっ

身
しん

の府
ふ

会
かい

議
ぎ

員
いん

だった謹
きん

三
ぞう

は、

大
や ま と

和を分
ぶん

離
り

独
どく

立
りつ

しなければ郷
きょう

土
ど

の発
はっ

展
てん

は望
のぞ

めないと考えていました。そこで

請
せい

願
がん

書
しょ

をまとめるものの、却
きゃっ

下
か

。1885

（明
めい

治
じ

18）年に近
きん

畿
き

地方の台風被
ひ

害
がい

で

1945（昭
しょう

和
わ

20）年に空
くう

襲
しゅう

に

より大
おお

阪
さか

から故
こ

郷
きょう

の奈
な

良
ら

へと

引き揚
あ

げた泰
たい

吉
きち

は、疎
そ

開
かい

先か

らもどってきた東
とう

大
だい

寺
じ

法
ほっ

華
け

堂
どう

の四天王像
ぞう

の姿
すがた

を見て、仏
ぶつ

像
ぞう

写
しゃ

真
しん

をとることを決
けっ

心
しん

。仏
ぶつ

像
ぞう

のほか、理
り

想
そう

の大
や ま と じ

和路を写
うつ

し

続
つづ

けました。没
ぼつ

後
ご

、泰
たい

吉
きち

の全
ぜん

作
さく

品
ひん

を収
しゅう

蔵
ぞう

した記
き

念
ねん

美
び

術
じゅつ

館
かん

が開
かい

館
かん

しました。

林
りん

業
ぎょう

の近
きん

代
だい

化
か

に貢
こう

献
けん

した
日本林

りん

業
ぎょう

の父
生
しょう

涯
がい

をかけ、
奈
な

良
ら

をとり続
つづ

けた写
しゃ

真
しん

家
か

そ
の
ほ
か
の
郷
土
の
偉
人

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、吉
よし

野
の

の木
もく

材
ざい

は高
たか

値
ね

で取
と

り引きされていました

が、運
うん

搬
ぱん

費
ひ

がかかり、林
りん

業
ぎょう

家
か

の

暮
く

らしは豊
ゆた

かではありません

でした。庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

は川の使
し

用
よう

料
りょう

を廃
はい

止
し

して、材
ざい

木
もく

を多く生
せい

産
さん

できる「土
ど

倉
ぐら

式
しき

造
ぞう

林
りん

法
ほう

」を生み

出し、林
りん

業
ぎょう

が吉
よし

野
の

の中心産
さん

業
ぎょう

として発
はっ

展
てん

する基
き

礎
そ

を築
きず

きま

した。

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

の修
しゅう

理
り

を手がけ
古
こ

代
だい

の建
けん

築
ちく

文
ぶん

化
か

を伝
つた

える

1934（昭
しょう

和
わ

９）年、法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

の大
だい

修
しゅう

理
り

が行われました。その後、父の跡
あと

をつ

いで総
そう

棟
とう

梁
りょう

になったのが常
つね

一
かず

です。

修
しゅう

理
り

期
き

間
かん

中に起
お

きた戦
せん

争
そう

で中
ちゅう

断
だん

しな

がらも大
だい

修
しゅう

理
り

をやりとげました。さ

らに薬
やく

師
し

寺
じ

金
こん

堂
どう

や伽
が

藍
らん

全
ぜん

体
たい

の再
さい

建
けん

を

手がけ、仕
し

事
ごと

を通じて、古
こ

代
だい

の建
けん

築
ちく

文
ぶん

化
か

を次
つぎ

の世
せ

代
だい

に伝
つた

える役
やく

割
わり

を果
は

たし

ました。

近
畿

平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

は、奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

の都
みやこ

が

あった史
し

跡
せき

です。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

、県
けん

外
がい

の

人から平
へい

城
じょう

宮
きゅう

の跡
あと

について聞か

れ、答えられなかった嘉
か

十
じゅう

郎
ろう

は、そ

の地を訪
おとず

れ、すたれた様
よう

子
す

にがく

然
ぜん

とし、平
へい

城
じょう

宮
きゅう

趾
し

保
ほ

存
ぞん

会
かい

を結
けっ

成
せい

し

ました。みずからの私
し

財
ざい

を投
とう

じて

保
ほ

存
ぞん

活
かつ

動
どう

を続
つづ

けた結
けっ

果
か

、大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

には国の史
し

跡
せき

として保
ほ

護
ご

されるこ

とになりました。

平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

の保
ほ

存
ぞん

活
かつ

動
どう

に
人生をささげた

▲日本林
りん

業
ぎょう

を発
はっ

展
てん

させた庄
しょう

三
ざぶ

郎
ろう

。（奈良県川上村教

育委員会提供）

▲美
うつく

しい奈
な

良
ら

の風
ふう

景
けい

を残
のこ

し

続
つづ

けた泰
たい

吉
きち

。（入江泰吉記

念奈良市写真美術館提供）

SDGs：

▲堺
さかい

県
けん

の県
けん

庁
ちょう

跡
あと

（大
おお

阪
さか

府
ふ

堺
さかい

市）。現
げん

在
ざい

は本
ほん

願
がん

寺
じ

堺
さかい

別
べつ

院
いん

という寺があります。

（本願寺堺別院提供）

奈 県

松
まつ

井
い

道
どう

珍
ちん

（生没年不詳）

興
こう

福
ふく

寺
じ

の墨
すみ

づくりについて

研
けん

究
きゅう

し、高品
ひん

質
しつ

の墨
すみ

づくり

に成
せい

功
こう

。1603（慶
けい

長
ちょう

８）年

に、墨
すみ

を朝
ちょう

廷
てい

に献
けん

上
じょう

しまし

た。その後、子
し

孫
そん

も奈
な

良
ら

の墨
すみ

の評
ひょう

判
ばん

を高め、代
だい

々
だい

奈
な

良
ら

に

受
う

け継
つ

がれました。

東
あずま

太
た

郎
ろ

兵
べ

衛
え

（1787～1840年）

奈
な

良
ら

県
けん

の特
とく

産
さん

品
ひん

に、大
や ま と

和茶
ちゃ

という日本茶のブランドが

あります。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

、地

元農
のう

家
か

の太
た

郎
ろ

兵
べ

衛
え

が山の中

に茶の苗
なえ

木
ぎ

を植
う

えて茶
ちゃ

園
えん

を

開
ひら

き、これが大
や ま と

和茶
ちゃ

の始
はじ

ま

りといわれています。

中
なか

島
じま

林
りん

蔵
ぞう

（生年不詳～1702年）

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、十
と

津
つ

川
かわ

上
じょう

流
りゅう

は巨
きょ

石
せき

が多く、舟
ふね

が全
まった

く通れず

物
もの

が運
はこ

べませんでした。地

元の商
しょう

人
にん

だった林
りん

蔵
ぞう

は、私
し

財
ざい

を投
とう

じて十
と

津
つ

川
かわ

上
じょう

流
りゅう

の巨
きょ

石
せき

を取
と

り除
のぞ

き、交通の便
べん

を

よくしました。

森
もり

野
の

藤
とう

助
すけ

（1690～1767年）

宇
う

陀
だ

郡
ぐん

松
まつ

山
やま

（現
げん

・宇
う

陀
だ

市）

でくず粉
こ

をつくっていた藤
とう

助
すけ

。幕
ばく

府
ふ

から入手した貴
き

重
ちょう

な薬
やく

草
そう

を畑
はたけ

に植
う

えて栽
さい

培
ばい

し、薬
やく

園
えん

をつくって人
ひと

々
びと

の病
びょう

気
き

治
ち

療
りょう

に役
やく

立
だ

てました。現
げん

在
ざい

も薬
やく

園
えん

は続
つづ

いています。

SDGs：SDGs：

▲▶国の史
し

跡
せき

と

なった平
へい

城
じょう

宮
きゅう

跡
せき

で

は第
だい

一
いち

次
じ

大
だい

極
こく

殿
でん

が復
ふく

元
げん

されました。

史
し

跡
せき

内には、嘉
か

十
じゅう

郎
ろう

の銅
どう

像
ぞう

もありま

す。（平城宮跡管

理センター提供）

今
い ま

村
む ら

謹
き ん

三
ぞ う

（1851～1924年）

文化

▲奈
な

良
ら

県
けん

の再
さい

設
せっ

置
ち

運
うん

動
どう

は、たびたび却
きゃっ

下
か

されたが謹
きん

三
ぞう

は、何
なん

度
ど

もうったえ続
つづ

けました。

（安堵町歴史民俗資料館提供）

奈な

良ら

県け
ん

を

取と

り
も
ど
す
！

も、大
や ま と

和地
ち

域
いき

の復
ふっこう

興が後回しにされ、再
ふたた

び奈
な

良
ら

県
けん

再
さい

設
せっ

置
ち

運
うん

動
どう

を行いますが、そ

れでも請
せい

願
がん

は却
きゃっ

下
か

されます。

1887（明
めい

治
じ

20）年、全
ぜん

国
こく

測
そく

量
りょう

によっ

て現
げん

・大
おお

阪
さか

府
ふ

側
がわ

の地
ち

域
いき

は地
ち

価
か

が引き

下げられ税
ぜい

金
きん

が下がったにもかかわ

らず、大
や ま と

和地
ち

域
いき

だけが修
しゅう

正
せい

が行われな

かったことを受
う

け、謹
きん

三
ぞう

は再
ふたた

び立ち上

がります。奈
な

良
ら

県
けん

の再
さい

設
せっ

置
ち

と地
ち

価
か

修
しゅう

正
せい

を決
けっ

死
し

の覚
かく

悟
ご

でうったえ、ついに奈
な

良
ら

県
けん

が再
さい

設
せっ

置
ち

されました。

SDGs：

堺
さかい

県
けん

の範
はん

囲
い

堺
さかい

県
けん

に吸
きゅう

収
しゅう

され、一
いち

度
ど

は消
き

えた奈
な

良
ら

県
けん

。堺
さかい

県
けん

は現
げん

・奈
な

良
ら

県
けん

をようし、

広大な県
けん

でした。

兵
ひょう

庫
ご

県
けん

大
おお

阪
さか

府
ふ

滋
し

賀
が

県
けん

堺
さかい

県
けん

庁
ちょう

京
きょう

都
と

府
ふ

奈
な

良
ら

三
み

重
え

県
けん

堺
さかい

県
けん

和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

SDGs：

78 79
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❷

本文・左段
下から５行目
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下から４行目

❹

❺
写真キャプション
２行目
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